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本日お伝えしたい４つのポイント

１．三井住友トラスト・ホールディングスってどんな会社？

２．20年度上期業績

３．成長戦略

４．サステナビリティ・株主還元への取り組み

P3～

P15～

P21～

P33～

 我が国唯一の信託銀行を中核とする「専業信託銀行グループ」

 他の銀行とは違うユニークなビジネスモデル（３つの特長）

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響は限定的、安定した業績推移

 社会変化をチャンスと捉え、その変化に迅速かつ柔軟に適応

 不断のビジネスモデル改革による持続的な成長

 配当による還元強化の方向

 ビジネスと親和性の高いサステナビリティの取り組み
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東証一部、名証一部上場取引所

総資産額

信託財産残高

親会社株主純利益

59兆円

234兆円

1,630億円

従業員数 2.2万人

時価総額 1.2兆円

（ 2020/12/15 現在 ）

連結粗利益 2,890億円
（2019年度）

（2019年度）

信義誠実 奉仕開拓

信頼創造 自助自立

＜シンボルマーク＞“フューチャーブルーム”

会社概要
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1962年

1924年

1925年

2011年

日本最初の
信託会社
として設立

三
井
信
託
銀
行

中
央
信
託
銀
行

住
友
信
託
銀
行

信託銀行同士の統合により
発足した専業信託銀行グループ

2012年

（経営統合）

三井住友トラスト・ホールディングスの沿革
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（グループの中核会社）
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三井住友トラスト・ホールディングス

三井住友信託銀行

三井信託銀行

中央信託銀行

住友信託銀行

信託銀行を中核とする
金融グループ

三菱UFJフィナンシャル・グループ

三井住友フィナンシャルグループ

みずほフィナンシャルグループ

三菱UFJ銀行

三井住友銀行

みずほ銀行

東京三菱銀行

三和銀行

東海銀行

三井銀行

太陽神戸銀行

住友銀行

第一勧業銀行

富士銀行

日本興業銀行

商業銀行を中核とする
金融グループ

証券

証券

証券

信託銀行同士の統合で誕生したユニークな存在

我が国唯一の専業信託銀行グループ

違
い
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資金関連業務

企業向け貸出

預金

個人ローン

ALM 債券投資

遺言信託
資産承継

不動産証券化

アセット
マネジメント

年金信託

証券代行

不動産仲介

資産運用・管理ビジネス

銀行ビジネス

信託関連ビジネス

手数料業務

幅広い
ビジネス領域

高い手数料
収益比率

財務の
健全性

建築コンサル

不動産ビジネス

証券管理

投信・保険等の販売

特長 ②

特長 ①

特長 ③

銀行・信託のハイブリッド ～ユニークなビジネスモデル～

7

ハイブリッド・ビジネスモデルが生み出す様々な特長
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898

819

569

374

1,927

2,061

775

収益構成
（実質業務粗利益）

2019年度実績
7,426億円

受託

►年金制度設計
►投資信託財産の管理

不動産

►不動産仲介（オフィスビル・住居）
►不動産証券化
►REIT資産管理
►環境不動産コンサルティング

マーケット等

►バランスシートリスクのマネージ
►市場性金融商品の開発・販売
►ALM（資産負債総合管理）機能

法人

►企業向け貸出
►プロジェクト向け貸出
►M&Aアドバイザリー
►オルタナティブ運用商品の提供

►投資運用コンサルティング
►相続・承継サービス
►住宅ローン・預金

証券代行

►株主名簿管理
►株主総会運営サポート
►IR・SRコンサルティング

手数料
ビジネス

個人トータルソリューション

特長① 幅広いビジネス領域
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運用ビジネス

►投資信託・年金の運用
898

819

569

374

1,927

2,061

775

通常の銀行とは違う様々なビジネスをワンストップで提供
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2,705
2,822 2,890

2,600

2,900

0

1,000

2,000

3,000

17年度実績 18年度実績 19年度実績 20年度予想 22年度計画

受託

運用ビジネス

不動産

証券代行

個人

法人

マーケット等

（億円）

様々なビジネスによる安定的な収益構造。20年度は新型コロナウイルス
感染症拡大の影響受けるも、22年度に向けて再び増益へ

≪連結実質業務純益（*）の内訳≫

特長① 幅広いビジネス領域（安定的な収益成長に貢献）

9

（*） 銀行の本業収益を表すもの。経常利益から、与信関係費用や株式等関係損益
などの臨時的な要因の影響を控除したもの
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資産管理残高 (*1) 234兆円 国内金融機関 第1位

企業年金受託残高 12兆円 信託 第1位

年金総幹事件数 1,303件 信託 第1位

投資信託受託残高 81兆円 信託 第1位

　運用ビジネス 資産運用残高 99兆円 国内金融機関 第1位

不動産関連収益 (*2) (*3) 569億円 信託 第1位

不動産証券化受託残高 18兆円 信託 第1位

　証券代行 証券代行管理株主数 (*2) 2,849万人 信託 第1位

投信・投資一任純資産残高 4.0兆円 国内銀行 第1位

遺言書保管件数 33,542件 信託 第2位

個人ローン残高 10兆円 国内銀行 第4位

法人向け貸出残高 19兆円 国内銀行 第5位

総貸出残高 30兆円 国内銀行 第5位

当社調査による推計値を含みます(2020年9月末時点)
(*1) 信託財産残高。資産管理専門信託銀行は信託財産に多くの再信託受託分を含むため除外  (*2) グループ会社合算  (*3) 2020年度実績

　個人トータル
　ソリューション

　法人トータル
　ソリューション

　不動産

　受託

銀
行
ビ
ジ
ネ
ス

信
託
関
連
（
手
数
料

）ビ
ジ
ネ
ス

特長① 幅広いビジネス領域（信託関連ビジネスで圧倒的な強さ）
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				　受託 ジュタク				資産管理残高 (*1)		234兆円 チョウエン		国内金融機関 コクナイキンユウキカン						第1位 ダイイ

								企業年金受託残高		12兆円 チョウエン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

								年金総幹事件数		1,303件 ケン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

								投資信託受託残高		81兆円 チョウエン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

				　運用ビジネス ウンヨウ				資産運用残高		99兆円 チョウエン		国内金融機関 コクナイキンユウキカン						第1位 ダイイ

				　不動産 フドウサン				不動産関連収益 (*2) (*3)		569億円 オクエン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

								不動産証券化受託残高		18兆円 チョウエン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

				　証券代行 ショウケンダイコウ				証券代行管理株主数 (*2)		2,849万人 マンニン		信託 シンタク						第1位 ダイイ

				　個人トータル
　ソリューション コジン				投信・投資一任純資産残高 ジュンシサンザンダカ		4.0兆円 チョウエン		国内銀行 コクナイギンコウ						第1位 ダイイ

								遺言書保管件数		33,542件 ケン		信託 シンタク						第2位 ダイイ

								個人ローン残高		10兆円 チョウエン		国内銀行 コクナイギンコウ						第4位 ダイイ

				　法人トータル
　ソリューション ホウジン				法人向け貸出残高		19兆円 チョウエン		国内銀行 コクナイギンコウ						第5位 ダイイ

								総貸出残高		30兆円 チョウエン		国内銀行 コクナイギンコウ						第5位 ダイイ

				当社調査による推計値を含みます(2020年9月末時点) トウシャチョウサスイケイチフクネンガツマツジテン

				(*1) 信託財産残高。資産管理専門信託銀行は信託財産に多くの再信託受託分を含むため除外  (*2) グループ会社合算  (*3) 2020年度実績 カイシャガッサンネンドジッセキ
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55%
36%

25% 26%

0%

50%

100%

当社 国内3メガ

グループ平均

米国主要

4社平均

欧州主要

4社平均

手数料利益 資金利益 その他

50 100

2,811

3,089

1,003
969

3,815

4,158

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

取引に応じて頂く手数料など

残高に応じて頂くなど安定的な手数料

（億円）

出所：会社開示資料から2019年度実績を集計。集計対象は以下の通り
国内3メガグループ：MUFG、SMFG、みずほFG
米国主要4社：シティグループ、バンク・オブ・アメリカ、JPモルガン、ウェルズファーゴ
欧州主要4社：HSBC、BNPパリバ、ドイツ銀行

≪粗利に占める手数料利益割合≫ ≪手数料利益の内訳≫

グローバル比較でも手数料収益比率
が高く、低金利の影響を受けにくい

手数料収益は着実に増加
なかでも安定的な手数料を強化

（*） 実質ベースで比較のため、日本トラスティ・サービス信託銀行非連結化による影響を18年度、
19年度各々で調整

（*） （*）

（77％）

特長② 高い手数料収益比率
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△ 50 

0

50

100

150 債券現物（米国債）

債券ショートポジション

ネット

（百万ドル）

16/9末 18/3末 19/3末 20/3末 20/9末

△ 1.5

△ 0.5

0.5

1.5

株式 ヘッジ ネット
時価（兆円）

11/3末 18/3末 19/3末 20/3末 20/9末

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

三井住友信託銀行

メガバンクＡ

メガバンクＢ

メガバンクＣ

≪不良債権比率 （三井住友信託銀行）≫
≪政策保有株式に対するヘッジ取引（三井住友信託銀行）≫

≪米国金利リスク量（三井住友信託銀行）≫

（*） 上表は、米金利が0.1％変動した場合の価格変化

大手行で最も低い不良債権比率 政策保有株式は75-90％をヘッジ

米金利のリスクも抑制

ヘッジ比率

90％

特長③ 財務の健全性
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08/3末 10/3末 12/3末 14/3末 16/3末 18/3末 20/3末 20/9末
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65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

12年度 14年度 16年度 18年度19年度

三井住友信託銀行

3メガバンク

改善

8.92 9.45 9.92 10.44

20.5 20.0 
20.8 20.9 

29.42 29.47
30.73 31.33

0

10

20

30

17/3末 18/3末 19/3末 20/3末

法人 個人
（兆円）

（*） 3メガバンクは会社開示資料から傘下銀行合算

（*）

≪貸出金残高（三井住友信託銀行） ≫ ≪国内預貸粗利鞘≫

（12年度を100として指数化）

95％程度が
住宅ローン

優良な企業
向けローン

特長③ 財務の健全性（貸出の質・量の維持と収益性強化の両立）
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規模を追わず30兆円程度を維持 国内の預金・貸出の収益は改善
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我が国唯一の信託銀行を中核とした「専業信託銀行グループ」

ユニークなビジネスモデル

高い手数料収益比率・・・低金利に強い

幅広いビジネス領域・・・安定した収益

信託関連ビジネスでNo.１

銀行ビジネスは、資産の規模と質を維持しつつ収益性強化

高い財務の健全性

他の銀行とは異なる特長ある金融機関

１．三井住友トラスト・ホールディングスってどんな会社？

特長①

特長③

特長②
グローバル比較でも高水準
なかでも安定的な手数料を強化

ポイント1の「まとめ」

14
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△18％
△5％

0

5

10

15

20

4～6月 7～9月

(千件) 2019年 2020年

0

2

4

6

8

10

4月 5月 6月 7月 8月 9月

2019年
2020年_対面
2020年_オンライン等*

+34％
+37％

+53％

+17％

△60％△60％

(千件)

21,845円

21,339円

19,000円

期中平均株価

19/上（実績）

20/上（実績）

20/上（期初想定）

【国内法人円貨貸出の推移（政府向け貸出除き）】

（*） 日次平均。増減率は前年同期比

【個人来店客数】 【電話相談件数】

（円）

【日経平均株価】

17,000

19,000

21,000

23,000

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1
（*） 増減率は前年同期比。オンライン等はZOOM、電話会議等でのコンタクト

13.0

13.5

（兆円）

0.80
0.15

△0.26 △0.06

0.02

△0.17

14

13.5

13

12.5

12
20/3末 4月 5月 6月 7月 8月 9月 20/9末

新型コロナウイルス感染症拡大：ビジネスへの影響

【不動産法人営業コンタクト件数】

16

△38％

△17％

0

2,000

4,000

6,000

4～6月 7～9月

（人） 2019年 2020年

オンライン対応で営業活動量は4～6月を底に回復傾向、貸出金増加もピークアウト
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2,800億円（*1）

実質業務純益 親会社株主純利益
20年度（予想）

１,800億円（*1）

営業活動量減少10～30％程度

前提条件

（*1） コロナショックの
影響がなかった
場合の計画水準

20年度（予想）

＜フロー収益減益要因＞

お客さまとのコンタクト減少に
より各種手数料収益が減少

株価低迷

＜ストック収益減益要因＞

株価下落により受託、運用ビジネス
の運用・管理報酬が減少

与信関係費用△300億円と保守的な想定

（*2） 19年度に別途特例引当金△250億円を計上
トータル550億円の構え

（*2）

17

新型コロナウイルス感染症拡大：業績への影響（期初時点での想定）

株式関係損益△100億円

2,500億円

１,400億円

△300億円

△400億円
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△16億円

実質的な資金関連の損益 手数料関連利益

その他の利益
（外貨余資運用益除く）

総経費

うちコロナショックによる影響 約△170億円

±0億円 ＋30億円

資金利益 手数料関連利益・その他利益（顧客性取引） その他（経費等）

ストック収益

△20億円

フロー収益

△180億円
貸出増加に伴い増加
一方、株式配当減少

業務効率化や
オンライン対面
活動定着で減少

営業活動の抑制の影響

（下期リカバリー中）

1,410億円
（前年同期比
△130億円）

1,541億円

19/上
実績

20/上
実績

新型コロナウイルス感染症拡大：業績への影響（上期実績）

18

＋57億円

△223億円

＋51億円

安定性発揮

実質業務純益への影響は想定の範囲内、安定的なストック収益が下支え
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（億円） 前年同期比 コロナ影響
進捗率

（期初予想比）
期初予想比 コロナ影響

実質業務純益 1,410 △ 130 △ 170 56% 2,600 ＋100 △ 300 

三井住友信託銀行 1,025 △ 122 60% 1,800 ＋100 

その他グループ会社等 385 △ 8 48% 800 - 

与信関係費用 △ 20 △ 8 - 7% △ 200 ＋100 △ 100 

株式等関係損益 108 48 - 200 - △ 100 

その他の臨時損益 △ 364 △ 286 △ 600 △ 200 

経常利益 1,134 △ 376 57% 2,000 - 

親会社株主純利益 800 △ 259 △ 120 57% 1,400 - △ 400 

20年度
上期実績

20年度予想
（11月見直し後）

20/上期の期初予想比順調な進捗率（実質業務純益56％、当期純利益57％）
業務純益を上方修正、与信コスト見通しは引下げ

その他臨時損益はニューノーマルへ向けた前向き対応を織り込み

20年度上期実績・通期予想

19


J

																																				入力ステータス ニュウリョク				済 スミ		未済 ミ スミ





												19年度
上期 ネンド ウエ キ		20年度
上期実績 ネンド ウエ キ ジッセキ										20年度予想
（11月見直し後） ネンド ヨソウ ガツ ミ ゴ

										（億円） オクエン						前年同期比 ゼンネン ドウキ ヒ		コロナ影響 エイキョウ		進捗率
（期初予想比） シンチョク リツ キショ ヨソウ ヒ						期初予想比 キショ ヨソウ ヒ		コロナ影響 エイキョウ												19年度上期 ネンド ウエ キ		20年度上期 ネンド ウエ キ		増減 ゾウゲン				20年度計画 ネンド ケイカク		計画進捗率 ケイカク シンチョク リツ

				実質業務純益 ジッシツ ギョウム ジュンエキ								1,541		1,410		△ 130		△ 170		56%				2,600		＋100 		△ 300								実質業務純益 ジッシツ ギョウム ジュンエキ				154,135,515,058		141,095,567,574		(13,039,947,483)				2,600		54%		54.27%

						三井住友信託銀行 ミツイ スミトモ シンタク ギンコウ						1,147		1,025		△ 122				60%				1,800		＋100 										実質業務粗利益 ジッシツ ギョウム アラリエキ				114,745,222,409		102,514,548,084		(12,230,674,326)				1,800		57%		56.95%

								実質的な資金関連の損益 (*2) ジッシツ テキ シキン カンレン ソンエキ				1,309		1,366		57																						実質的な資金関連の利益 ジッシツ テキ シキン カンレン リエキ		130,911,288,350		136,655,907,023		5,744,618,672

										資金関連利益 シキン カンレン リエキ		742		1,199		457																						　資金関連利益 シキン カンレン リエキ		74,224,884,355		119,976,257,047		45,751,372,692

										外貨余資運用益 ガイカ ヨ シ ウンヨウ エキ		566		166		△ 400																						　外貨余資運用益 ガイカ ヨ シ ウンヨウ エキ		56,686,403,996		16,679,649,976		(40,006,754,020)

								手数料関連利益 テスウ リョウ カンレン リエキ				2,015		1,791		△ 223																						手数料関連利益 テスウ リョウ カンレン リエキ		201,514,720,081		179,178,441,699		(22,336,278,382)

								その他の利益（外貨余資運用益除く） タ リエキ ガイカ ヨ シ ウンヨウ エキ ノゾ				445		429		△ 16																						その他の利益 タ リエキ		44,596,996,323		42,957,221,523		(1,639,774,800)

						その他グループ会社等 タ カイシャ トウ						393		385		△ 8				48%				800		-										総経費 ソウケイヒ				39,390,292,648		38,581,019,490		(809,273,158)				800		48%		48.23%

				与信関係費用 ヨシン カンケイ ヒヨウ								△ 12		△ 20		△ 8		-		7%				△ 200		＋100 		△ 100								与信関係費用 ヨシン カンケイ ヒヨウ				(1,228,398,185)		(2,074,016,866)		(845,618,682)				(200)		10%		10.37%

				株式等関係損益 カブシキトウ カンケイ ソンエキ								59		108		48		-						200		-		△ 100								株式等関係損益 カブシキトウ カンケイ ソンエキ				5,967,852,488		10,822,655,476		4,854,802,988

				その他の臨時損益 タ リンジ ソンエキ								△ 77		△ 364		△ 286								△ 600		△ 200										その他の臨時損益 タ リンジ ソンエキ				(7,772,388,380)		(36,409,027,163)		(28,636,638,783)

				経常利益 ケイジョウ リエキ								1,511		1,134		△ 376				57%				2,000		-										経常利益 ケイジョウ リエキ				151,102,580,981		113,435,179,021		(37,667,401,960)				2,000		57%		56.72%

				特別損益 トクベツ ソンエキ								1		△ 4		△ 6																				特別損益 トクベツ ソンエキ				161,697,238		(497,028,064)		(658,725,302)

				税金等調整前純利益 ゼイキン トウ チョウセイ マエ ジュンリエキ								1,512		1,129		△ 383																				当期純利益（税前） トウキ ジュンリエキ ゼイ マエ				151,264,278,219		112,938,150,957		(38,326,127,262)

				法人税等合計 ホウジンゼイ トウ ゴウケイ								△ 434		△ 318		115																				税負担等 ゼイ フタン トウ				(43,427,021,582)		(31,850,586,030)		11,576,435,552

				非支配株主純利益 ヒ シハイ カブヌシ ジュンリエキ								△ 17		△ 9		8																				非支配株主純利益 ヒ シハイ カブヌシ ジュンリエキ				(1,797,742,919)		(996,426,327)		801,316,592

				親会社株主純利益 オヤ カイシャ カブヌシ ジュンリエキ								1,060		800		△ 259		△ 120		57%				1,400		-		△ 400								親会社株主純利益 オヤ カイシャ カブヌシ ジュンリエキ				106,039,513,718		80,091,138,600		(25,948,375,118)				1,400		57%		57.21%



				株主資本ROE カブヌシ シホン								0.00%		0.00%		0.00%																				株主資本ROE カブヌシ シホン

				1株当たり配当金（DPS）（円） カブ ア ハイトウキン エン								-		-		-																				1株当たり配当金（DPS）（円） カブ ア ハイトウキン エン



				1株当たり純利益（EPS）（円） カブ ア ジュンリエキ エン								281		213		△ 68																				EPS				281.86		213.84		(68.02)

				発行済株式総数（百万株） ハッコウ ス カブシキ ソウスウ ヒャクマン カブ								376.2		374.5		△ 1.6																				期中平均株数 キチュウ ヘイキン カブ スウ				376,209,611.00		374,539,273.00		(1,670,338.00)



				(*1) 実質業務純益・実質業務粗利益・総経費は、持分法適用会社の損益等も考慮した ジッシツ ギョウム ジュンエキ ジッシツ ギョウム アラリエキ ソウケイヒ モチブン ホウ テキヨウ カイシャ ソンエキ トウ コウリョ

				　　　社内管理ベースの計数

				(*2) 実質的な資金関連の損益は、「資金関連利益」に「外国為替売買損益」に含まれる ジッシツテキ シキン カンレン ソンエキ シキン カンレン リエキ ガイコク カワセ バイバイ ソンエキ

				       外貨余資運用益を加算したもの

				(*3) 普通株式（自己株式除き）の期中平均 フツウ カブシキ ジコ カブシキ ノゾ キチュウ ヘイキン																																期中平均株数 キチュウ ヘイキン カブ スウ



																																				期首／純資産 キシュ ジュンシサン				2,730,356,361,146		2,590,907,778,482

																																				期首／新株予約権 キシュ シンカブ ヨヤク ケン				1,062,522,200		1,057,454,800

																																				期首／非支配株主持分 キシュ ヒ シハイ カブヌシ モチブン				75,832,804,091		34,583,727,445

																																				期首／OCI累計額 キシュ ルイケイガク				410,478,760,456		220,889,192,656

																																				期末／純資産 キマツ ジュンシサン				2,707,721,303,343		2,637,847,187,833

																																				期末／新株予約権 シンカブ ヨヤク ケン				1,060,012,400		1,041,171,300

																																				期末／非支配株主持分 ヒ シハイ カブヌシ モチブン				34,781,483,346		34,427,820,470

																																				期末／OCI累計額 ルイケイガク				366,399,213,001		216,430,849,992

																																				期首 キシュ				2019/3/31		2020/3/31

																																				期末 キ マツ				2019/9/30		2021/3/31

																																				年度末 ネンドマツ				2020/3/31		2021/9/30





E

												FY19
1Q		FY20
1Q						FY20
Forecast

										(Yen bn)						Change

		1		Net business profit before credit costs (*1)								154.1		141.0		(13.0)				260.0

		2				Substantial gross business profit (*1)						114.7		102.5		(12.2)				180.0

		3						Effective interest related earnings (*2)				130.9		136.6		5.7

		4								Net interest income and related profit		74.2		119.9		45.7

		5								Profit attributable to deployment of surplus foreign currency funds		56.6		16.6		(40.0)

		6						Net fees and commissions and related profit				201.5		179.1		(22.3)

		7						Other profit (Excluding profit attributable to
deployment of surplus foreign currency funds)				44.5		42.9		(1.6)

		8				Substantial G&A expenses (*1)						39.3		38.5		(0.8)				80.0

		9		Total credit costs								(1.2)		(2.0)		(0.8)				(20.0)

		10		Net gains on stocks								5.9		10.8		4.8

		11		Other net non-recurring profit								(7.7)		(36.4)		(28.6)

		12		Ordinary profit								151.1		113.4		(37.6)				200.0

		13		Extraordinary profit								0.1		(0.4)		(0.6)

		14		Income before income taxes								151.2		112.9		(38.3)

		15		Total income taxes								(43.4)		(31.8)		11.5

		16		Income attributable to non-controlling interests								(1.7)		(0.9)		0.8

		17		Net income								106.0		80.0		(25.9)				140.0



		18		Return on shareholders' equity								0.00%		0.00%		0.00% 

		19		Dividend per share (DPS) (Yen)								-		-		-



		20		Earnings per share (EPS) (Yen)								281		213		(68)

		21		Number of shares issued (mn shares) (*2)								376.2		374.5		(1.6)



				(*1) "Net business profit before credit costs", "Substantial gross business profit" and "Substantial G&A expenses"

				(*1) are based on managerial accounting, taking gross income and expenses from affiliates into consideration.

				(*2) Average number of common shares outstanding (excluding treasury stocks) during the period.
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個人ビジネス
チャネル最適化

営業店フロア返却等

働き方の多様化・
効率化

オフィスフロア返却

オンライン営業
などの効率化

交通費の減少等

コスト削減の取り組み（中期経営計画期間（20～22年度））

4,536億円

コロナショックを機にもう一段のコスト削減
削減幅
拡大

▲40億円
約+70
億円

【中期経営計画での経費イメージ（5月時点）】

19年度
実績

22年度
目標

▲15億円

▲10億円

▲15億円

業務見直しで更なるコスト削減へ

20

効率化の取り組みを継続、環境変化を踏まえ更なる効率化へ踏み込み

 粗利拡大
に伴い
増える経費

 先行投資

＋α

＋約200億円

構造改革による
コスト削減

▲100億円 4,750億円 20年度上期に検討具体化
（22年度における19年度比のコスト削減効果）
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本日お伝えしたい４つのポイント

１．三井住友トラスト・ホールディングスってどんな会社？

２．20年度上期業績

３．成長戦略

４．サステナビリティ・株主還元への取り組み

P3～

P15～

P21～

P33～

 我が国唯一の信託銀行を中核とする「専業信託銀行グループ」

 他の銀行とは違うユニークなビジネスモデル（３つの特長）

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響は限定的、安定した業績推移

 社会変化をチャンスと捉え、その変化に迅速かつ柔軟に適応

 不断のビジネスモデル改革による持続的な成長

 配当による還元強化の方向

 ビジネスと親和性の高いサステナビリティの取り組み

21
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当グループのパーパス（存在価値）と中期経営計画（20～22年度）

パーパス
（存在意義）

信託の力で、新たな価値を創造し、
お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる

社会のサステナブルな発展へ 当グループの持続的・安定的な成長

社会の課題
多様化する
お客さまのニーズ

ソリューション
提供

中期経営計画
で目指すもの

社会的
価値の
創出

経済的
価値の
創出

22
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実質業務純益

親会社株主純利益

経費率（OHR） （*1）

19年度
（実績）

20年度（予想）
（11月見直し後）

2,890億円 2,600億円

1,630億円 1,400億円

61.1％ 60％台半ば

（ご参考）
中長期ターゲット

50％台後半
手数料ビジネス強化により低下
は限定的ながら、効率化推進

22年度
（目標）

2,900億円

1,900億円

60％台前半

普通株式等
Tier1比率 （*2）

9.7％ 9％台後半
安定的に
10％台維持

資本十分性を確保10％台半ば

手数料収益比率 54.6％ 50％台半ば
安定的に
60％以上

安定的手数料強化50％台後半

6.25％ 5％台半ば 9％程度 ROEの自律的向上を目指す7％程度自己資本ROE （*3）

（*2） 日本では2013年3月末から段階的に導入されている国際的に活動する銀行の健全性を強化するための自己資本規制における最終化ベースでの試算値

新型コロナウイルス影響で20年度
の利益計画はいったん減少するが、
中期経営計画最終年度に向けて

再度 成長軌道へ

中期経営計画（20～22年度）の経営指標（KPI）

23

（*3）

（*1） 粗利に占める経費の割合。当該比率が低いほど効率的

（期首自己資本＋期末自己資本）÷2

親会社株主に帰属する当期純利益
×100
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持続的・安定的成長を可能にする当グループの力

際立つ商品開発力
（高齢化社会で成長できる力）

24

信託の力
（お客さまの課題に寄り添った最適なソリューション提供）

専門性と機動性
（お客さまのニーズに、多様かつ高度な専門機能・人材がお応え
コロナ禍の変化にも、強さを活かしつつ、機動的に対応）

手数料ビジネスの持続的成長
（他の銀行と異なる成長のチャンス）

１

２

３

４
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① 信託の力

留守中、家族の
ために、この土地
を頼むぞ！！

承知！無事の
帰国を祈る

起源は中世イギリスにおける十字軍遠征の頃

騎士たちは、遠征に行き不在となる間、残され

た家族のために、信頼できる者に自らの領地を

譲渡して管理を任せたうえで、その領地からの

収益は家族に渡してもらい、自らが無事に帰国

できればその領地は返還されるということが

行われていました

【信託の起源】お客さまの課題（多様化・複雑化）

お客さま 当グループ

 信じて託す

 予め定めた目的に沿って
受益者のために運用・管理・処分

25

諸説あり

信託の仕組み・DNA

信頼関係に基づき、お客さまの代わりに
お客さまの資産を預り、管理・運用する

多様な機能を使って、お客さまに寄り添い、お客さまと共に考えるDNA
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② 専門性と機動性

26

高度な知識を持つプロフェッショナルが多様なニーズにお応え

世代毎に異なる多様なお客さまのニーズ

営業店にいる社員の

「2人に1人」は

宅地建物取引士資格
保有

高度な専門知識と機能

介護の準備や相続のご相談

資産の円滑な承継

認知症などに備えた
資産管理ニーズ

住み替えや不動産活用

退職金等の運用

将来へ備えた資産運用ニーズ

全国に「267名」（*）

の財務コンサルタント

不動産のプロフェッショナル

資産管理、承継の
プロフェッショナル

（*） 2020年3月末時点

アジア最大の運用機関

運用資産残高「約100兆円」

資産運用のプロフェッショナル
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20%

33%

41%

0% 10% 20% 30% 40%

シニア層

（65歳以上）

退職前後増

（55歳以上

64歳以下）

資産形成層

（54歳以下）

② 専門性と機動性（オンライン相談の強化）

従来の「ご来店＋外訪」にオンライン相談を
加え高品質のコンサルティングを効率的に提供

お客さま自宅

遠方に居住
する家族

支店担当者・専門家

（出所）TB実施のお客さまアンケート
結果（実施期間：8/11～26）

幅広い年齢層のお客さまがオンライン相談（*）を利用希望
（*）Zoomなどビデオ会議システムを使ったコンサルティング

オンラインで遠方のご家族の同席も可能に

支店のオンライン
相談機能拡充の

取り組み

オンライン相談専用
のブースの設置

27

対面コンサルティングの強さを活かしつつ、
より多くのお客さまに、より便利で、より効率的なサービスを提供
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ローン

不動産

相続

三井住友トラスト・
グループ

証券機能

海外の
運用商品

UBSグループ

（UBS SuMi TRUSTウェルス・アドバイザリー株式会社）

UBSにない信託銀行の機能を融合

取引先従業員へ
セミナー開催

1対１への展開
（対顧客）

取引先企業

個別コンサルティング

従業員の福利厚生
資産運用のサポート

お勤め企業の制度を熟知した
的確なソリューション提供

年金や退職金を踏まえた
コンサルティング

（資産運用、不動産、退職金運用、相続）

ライフプランセミナー

企業年金No.1の実績
（年金の設計、運用、給付）

28

② 専門性と機動性（フォーカスを絞ったお客さまへの取り組み強化）

退職後のキャッシュフロー
親世代の相続など

法人取引先の職域のお客さま 超富裕層のお客さま（UBSとの協業）
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4,192

4,719

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

（万人）

③ 際立つ商品開発力（相続関連サービス）

遺言信託ご契約から
広がるお客さまとの取引

投信・保険
550億円

外貨
130億円

（*） 19年9月末現在の遺言信託契約者による
18年10月～19年9月の1年間を
対象とした取引額を集計。
保険は一時払保険の払込保険料

保険
420億円

不動産
130億円

進む日本の高齢化
60才以上人口推移

遺言信託のニーズ拡大

0

600

1,200

1,800

20

25

30

15年度16年度17年度18年度19年度

遺言書保管件数（左軸）

遺産整理引受件数（右軸）

（千件）
（件）

推計値

29

高齢化社会において、高まる相続関連サービスへのニーズ

1995年 2020年 2040年
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0

500

1,000

17年度 19年度 20年度

計画

（件）

高齢化に伴う多様なニーズに
対して新たな商品を開発

地域金融機関との協働
広がるサービス提供

葬儀

埋葬

デジタル遺品

家財等の整理

訃報連絡

ペットの託し先

お客さまのエンディングノートに基づいて

など

非金融関連サービス
（死後事務）を担当

一般社団法人
安心サポート

（18年11月設立）

「信託の力」を使い金融にとどまらない

サービスを提供

信託

地域金融機関の信託関連サービス提供

相続関連商品成約件数

30

③ 際立つ商品開発力（高齢化社会に対応した新商品・提携戦略）

地域金融
機関

地域金融
機関の
お客さま

Win WinWin

信託機能
提供

サービス
強化

当社
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1,500

2,000

2,500

3,000

19/上 19/下 20/上 20/下

（億円）

31

④ 手数料ビジネスの持続的成長（運用ビジネス）

低金利環境で拡大する運用ニーズを追い風に手数料ビジネスを拡大

個人のお客さま

12.1

2.7

0

2

4

6

0

5

10

15

17/3末 18/3末 19/3末 20/3末 20/9末 23/3末

（兆円）（兆円） 法人アセットマネジメントAUM
うちプライベートアセットAUM （右軸）

金融機関等に対する運用・ゲートキーパー残高公募投信の残高

残高も着実に伸ばし、

15％超
までシェア拡大（20/9末）

法人のお客さま

（*） 三井住友トラスト不動産投資顧問における運用残高

不動産関連運用残高（*）
3.5 4.0 4.7

4.5
4.7

5.5

13%
14%

16%

0.0

5.0

10.0

17/3末 19/3末 20/9末

（兆円） 日興アセットマネジメント
三井住友トラスト・アセットマネジメント
シェア

金融機関等に対する運用残高（左軸）
プライベートアセット運用残高（右軸）
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死亡連絡

死亡連絡

相続手続き
（遺言執行/遺産整理/名義変更等）

相続手続き

ブロックチェーン

相続プラットフォーム

遺言執行者

金融機関

信託銀行

相続手続きの自動化
現在

将来

当社が各金融機関をつなぐ中心
（プラットフォーマー）に

相続人

事務の自動化

信託銀行特有の
少量多品種の事務作業

RPA（ロボットによる自動化）

0

10

20

30

18年度

上期

18年度

下期

19年度

上期

19年度

下期

20年度

上期

20年度

下期

≪RPAにより自動化された業務時間≫

(万時間) 20年度上期

27万時間

（参考） デジタル戦略

32

お客さまの大幅な
時間短縮・効率化

デジタルを活用した効率化推進 強みを持つ分野での新事業創造
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本日お伝えしたい４つのポイント

１．三井住友トラスト・ホールディングスってどんな会社？

２．20年度上期業績

３．成長戦略

４．サステナビリティ・株主還元への取り組み

P3～

P15～

P21～

P33～

 我が国唯一の信託銀行を中核とする「専業信託銀行グループ」

 他の銀行とは違うユニークなビジネスモデル（３つの特長）

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響は限定的、安定した業績推移

 社会変化をチャンスと捉え、その変化に迅速かつ柔軟に適応

 不断のビジネスモデル改革による持続的な成長

 配当による還元強化の方向

 ビジネスと親和性の高いサステナビリティの取り組み

33
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ナショナル・トラスト

国民から託された寄付金をもとに、国民の財産
である自然や歴史的な環境を買い取りなどで
入手し、守っていく活動。

《日本におけるナショナル・トラスト
第1号 鎌倉・御谷の森》

《希少な生物が数多く
生息する和歌山県天神崎》

信託国民

寄付

自然・環境

購入・保全

《当社が支援する主な日本のナショナル・トラスト活動》

鹿児島県の奄美
大島と徳之島に
のみ生息する
希少動物の
保護活動

長崎県の対馬
にのみ生息する
希少動物の
保護活動

アマミノクロウサギのすむ森

サステナビリティへの取り組み（自然保護）

34

信託の仕組みを活かした、自然保護活動への貢献

ツシマヤマネコのすむ森
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ポジティブ・インパクト・ファイナンス（PIF）

世界初 第1回ESGファイナンス・アワード・ジャパン
（環境省主催）融資部門金賞（環境大臣賞）受賞

 融資先企業の企業活動が
経済・社会・環境にもたらす
影響の分析＆評価

 対話とエンゲージメント

調達活動 生産・販売活動 製品・サービス
の使用

企業によるSDGs（持続可能な開発目標）
達成への貢献度合いを評価指標とする融資

当社の取り組み

サステナビリティへの取り組み（ポジティブ・インパクト・ファイナンス）

35

融資先企業の取り組み

先進的なESG関連融資

インパクト
（企業活動が

もたらす影響）
の特定

情報開示
KPI（重要業績
評価指標）の
設定
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20523%

54%

15年度 20/9末 22年度

以降 藤沢サスティナブル・スマートタウン

高い環境性能 付加価値の可能性

省エネ・省CO2

効率的資源利用

資源再利用

生物多様性

経費削減

健康性向上

環境リスク低減

市場リスク低減

環境不動産の認証

 建築物の環境性能の評価制度

 認証取得のコンサルティング

伊勢丹新宿本店 三越日本橋本店

【環境不動産コンサルティングの例】

【環境不動産の認証申請支援件数
とマーケットシェア】

【スマートタウン・コンサルティングの例】

サステナビリティへの取り組み（環境不動産）

36

環境不動産コンサルティングにおけるリーディングカンパニー
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資本政策の基本的な考え方

37

 手数料ビジネス強化

 RWA （*2）対比の収益性向上

〈事業戦略〉

 資本蓄積とのバランスを取り
つつ、配当による還元強化

〈フローの業績還元〉

 戦略的投資
（外部成長、効率性改善）

 柔軟・機動的な自己株式取得

〈資本マネージ〉

（*1）バーゼルⅢ最終化ベース

自己資本ROE

7％程度（22年度目標）
9％程度（中長期ターゲット）

資本の効率性

CET1比率（*1）

安定的に10％台
（中長期ターゲット）

ベストバランス
の追求

資本の十分性

資本の十分性と効率性のベストバランスを追求

（*2）リスク・アセット。貸出金などに所定のウェイトを乗じて計算
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0

200

400

600

11

年度

13

年度

15

年度

17

年度

19

年度

配当総額

自己株式取得額

（億円）

20年度

予想

150円

85円

1株当たり
配当金

40.2％

2022年度を目処に
連結配当性向

40％程度 に引き上げ

30.3％配当性向

11年度実績 20年度予想

配当による還元を重視

柔軟・機動的に実施

自己株式取得

株主還元への取り組み

38
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0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

12/3/31 13/3/31 14/3/31 15/3/31 16/3/31 17/3/31 18/3/31 19/3/31 20/3/31

≪当社配当利回り≫

（出所） Bloombergデータより当社作成

配当利回り

39

高い配当利回り

20年12月15日時点

4.79％

20/12/15
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End Of Presentation

ご視聴ありがとうございました

40
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Appendix
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2%

17%

31%
25%

18%

8%
1%

AAAAAABBBBBBCCC

銀行セクターの格付け分布（グローバル） 国内銀行 第１位

国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）による責任投資原則の評価

最高評価（総合評価A+）
日興アセットマネジメント：6年連続
三井住友トラスト･アセットマネジメント：5年連続

NPO法人Fair Finance Guideによる格付

国内銀行 第１位

格付けAA

評点A＋

評点3.4
国連環境計画・金融

イニシアティブ(UNEP FI)

持続可能な社会の形成
に向けた金融行動原則
(21世紀金融行動原則)

国連グローバル・コンパクト
(国連GC)

赤道原則

自然資本ファイナンス・
アライアンス

(旧: 自然資本宣言)

三井住友
トラスト

三菱
UFJ

農林中央
金庫

みずほ りそな三井住友

3.4 3.2 3.2 2.8 2.7 1.7

 MSCI評価

 国連機関によるPRI評価

 NPO法人評価

邦銀トップクラスの評価 主要インデックスへの組み入れ

国内外の重要イニシアチブに参加

ESG外部評価

42
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移行リスク

物理リスク

電力セクターの分析を開始

炭素関連資産
エクスポージャー比率：
5.6％（19年3月末基準）

住宅ローンの分析を開始

日興アセットマネジメントに
おける取り組み状況を開示

融資における環境社会配慮に
関する方針を適宜見直し

シナリオ分析に着手

「統合報告書」での開示開始
19年度

20年末

（予定）
TCFDレポートでの開示

リスク評価対象拡大

セクター
移行
リスク

物理的
リスク

機会

石油・ガス・石炭 高 中 中

電力 高 中 中

自動車および部品 中 中 中

不動産管理および開発 低 高 中

気候変動レポート

TCFD （*）報告書

気候変動レポート

気候変動問題への対応

43

（*） 気候変動に関する企業情報開示の充実を目的に、2015年12月に
金融安定理事会（Financial Stability Board）の提言のもと設立された
民間主導のタスクフォース。2017年6月に公表されたTCFD提言に
沿った取り組みの強化と開示の高度化を推進

TCFD（*）提言への対応



Copyright © 2020 SUMITOMO MITSUI TRUST HOLDINGS, INC. All rights reserved. 

ガバナンス体制

指名委員会

取締役会

報酬委員会 監査委員会

リスク委員会
利益相反管理

委員会

株主総会

監督機関

監督

経営会議

各委員会代表執行役 執行役等

執行機関

法定の委員会

任意の委員会◎●●●●●●
●●●●●●●●

◎●●●●
●●

◎●●●
●●

◎●●
●●

◎●●
●

◎●●
●

取締役会議長、各委員会の委員長は全員社外
社外取締役比率：47％（7名/15名中）

◎：社外（議長・委員長）
●：社外
●：社内・非執行
●：社内・執行

企業経営 財務会計 法律

鈴木 武 ● ● -

荒木 幹夫 ● ● -

松下 功夫 ● ● -

齋藤 進一 ● ● -

吉田 高志 - ● -

河本 宏子 ● - -

麻生 光洋 - - ●

高度な専門性と多様性を持った社外取締役を選任

定例報告

経営テーマ

経営計画見直し

 使命・存在意義
（Purpose)の再認識

 顧客のニーズ変化
に対応した施策見直し

 感染者数モニタリング

 新しい働き方の推進検討
（リモート端末、パーテーション）

 パンデミックをトップリスクに
選定し各種リスクをモニタリング

 中長期的な視野で社外取締役の
視点・知見も活かし自由に議論

 新常態のプリンシパル

環境変化に応じて審議内容を柔軟に設定

44
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50

60

70

80

90

100

110

120

18/3 18/6 18/9 18/12 19/3 19/6 19/9 19/12 20/3 20/6 20/9

当社 MUFG

SMFG みずほ

TOPIX

株価推移

45

20/12/15
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